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はくおう

ナッチャン
ワールド

国道249号経由42.2km/車移動：１時間10分



防衛省が果たした船舶活用PFI事業の役割

「はくおう」の役割＝県内被災者の休養施設

「ナッチャンワールド」の役割＝応援者の休養・災害対策拠点



船舶活用サービスの流れ（概略図）

被災者から県に申し込み

県から公募民間業者に委託 委託業者から被災者集客

船舶休憩中のヘルスケア・サービス
地元医師・看護師による

健康相談

地域間送迎サービス



元新日本海フェリーはくおう：総トン数１万7345トン 全長199.5m
全幅25m 速力は29.4ノット（時速約54.5km）
乗用車約80台、８mトラック約120台。旅客定員は約500名

「ナッチャンWorld」：アルミ合金双胴船 総トン数1万549トン
全長112.6m 全幅30.5m 速力は約36ノット（時速約67km）
乗用車110台 ８mトラック50台 旅客定員508名



和倉温泉の被災状況
和倉温泉街に入ると旅館のビル群が垂直に建ってい
ないことが直ぐに目に飛び込んでくる。導入部の道
路は緊急補修が済んでいるように見える。 コンビ
ニに立ち寄ったがトイレは使わせてもらえなかった。

温泉街区に水道は断水から復旧していないから、ホ
テルなどの調理場は衛生環境のダメージが想像以上
に大きいことが予測できる。当然ながら食事サービ
スはできない。また水洗トイレは使用不能だからお
客の宿泊もできない。今の段階で復興復旧を話し合
いできる状況ではない。

全国の温泉地に言えることだが、最悪の状況を予測
したか、…しているか？どうか？

集客商業第一主義に集中したのは温泉ビジネスだけ
ではなかろうが、効率優先主義を黙認し続けた結果、
温泉街の地盤におこりうる最悪の予測ができないか
らこそ招いた増築時の耐震化の検討、建築確認申請
過程での指導もなかったのであろう。

況してや、最悪ゴーストタウン化した場合の街全体
のグランドデザインは描いたこともないのが現実で
はなかろうか..

眺める人にもよるが長年、同様異種のケーススタ
ディーがデータベースがIT化されていない。

防災担当は人事異動を常とする行政の寄せ集め。
ケースを継承できる専門家に育成できない。

このままマイナス点の注目を避ければ、次の結果も
同じであろう。



町立富来病院周辺の被災状況

能登半島地震で災害時の船舶活用に期
待があるという。

そこで、3月1日朝の東京駅から金沢駅
に北陸新幹線「かがやき」で向かった。
金沢から七尾に向かう途中、町立富来
病院及び周囲（裏側の川沿い）の被災
状況を視察した。報道で見られる漁港
の隆起だけではなく、道路の隆起がこ
れまでの被災地と全く異なるのに気づ
く。

建物は地下から押し上げる力で縦揺れ
から上下動の揺れが大きかったのが推
測できる。町立病院の建物は比較的新
しい。耐震に強い建築基準法で建築さ
れたのであろう。患者さんは入院前と
変わらぬ収容状況だというが、発災か
ら続く水道復旧は進まず断水は堪える。
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